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出雲弥生の森博物館だより
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第60号

★
春
季
企
画
展

　

出
雲
市
佐
田
町
に
位
置
す
る
須
佐
神

社
は
、
須
佐
之
男
命
の
本
宮
と
さ
れ
、

古
く
か
ら
篤あ

つ

い
崇す

う
け
い敬

を
集
め
て
き
ま
し

た
。
現
在
の
須
佐
神
社
本
殿
は
、
文
久

元（
１
８
６
１
）年
に
造
営
さ
れ
た
大
社

造
の
社
殿
で
す
。
江
戸
時
代
後
期
の
大

社
造
の
典
型
を
な
す
大
規
模
な
神
社
建

築
と
し
て
、
昭
和
41（
１
９
６
６
）年
に

島
根
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

造
営
か
ら
一
六
〇
年
余
り
の
間
、
幾

度
も
修
理
が
行
わ
れ
、
今
に
伝
わ
る
本

殿
は
、
前
回
の
修
理
か
ら
30
年
近
く
が

経
過
し
、
屋
根
を
中
心
に
腐ふ

し
ょ
く食

や
破は

そ
ん損

が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の

「
令
和
の
御
遷せ

ん
ぐ
う宮

」
事
業
に
よ
り
、
令

和
６
・
７
年
度
に
お
い
て
本
殿
の
修
理

工
事
が
実
施
さ
れ
、
令
和
７
年
10
月
末

に
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
保
存
修
理
と
と
も
に
出
雲
市

で
行
っ
た
関
連
の
古
文
書
等
の
調
査
の

成
果
も
踏
ま
え
、
須
佐
神
社
の
本
殿
の

歴
史
に
迫
る
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

「
須
佐
神
社
の
本
殿
」

２
月
14
日（
土
）～
５
月
11
日（
月
）

修理を終えた
須佐神社本殿

出雲市指定文化財
「須佐神社の棟札」

　

今
回
の
展
示
で
注
目
の
史
料
は
、
令

和
７
年
７
月
に
新
た
に
出
雲
市
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
「
須
佐
神
社
の
棟む

な
ふ
だ札

」

（
45
点
）で
す
。
須
佐
神
社
に
は
、
鎌
倉

時
代
後
半
の
永え

い
に
ん仁

６（
１
２
９
８
）年
か

ら
、
昭
和
44（
１
９
６
９
）年
に
至
る
膨ぼ

う

大だ
い

な
数
の
棟
札
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
棟
札
と
は
、新
築
や
再
建
・

修
理
が
完
了
し
た
際
に
、
工
事
の
由

緒
、
建
築
の
年
月
日
、
建
物
名
、
建
築

者（
願が

ん
し
ゅ主

）や
大
工
な
ど
の
職
人
の
名
前

な
ど
を
記
し
て
、
棟む

な
ぎ木

に
打
ち
付
け
た

板
の
こ
と
で
す
。
古
く
は
棟
木
の
下
面

に
直
接
記
す
例
が
多
い
で
す
が
、
鎌
倉

時
代
の
中
ご
ろ（
13
世
紀
）か
ら
棟
札
が

増
え
、
南
北
朝
時
代（
14
世
紀
）以
後
に

は
一
般
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
棟

札
は
、
造
営
・
遷
宮
と
い
う
最
も
重
要

な
出
来
事
の
記
録
と
し
て
多
く
の
寺
社

に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

に
は
火
災
・
水
害
な
ど
の
災
害
や
虫
食

い
な
ど
に
よ
っ
て
、
失
わ
れ
る
こ
と
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
須
佐
神
社
で
は
中
世
か
ら
現
代
に

至
る
多
く
の
棟
札
が
、
大
切
に
保
存
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
極
め
て

貴
重
で
あ
り
、大
い
に
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

須
佐
神
社
の
棟
札
の
重
要
性
は
、
ま

ず
は
量
的
な
多
さ
で
す
が
、
さ
ら
に

個
々
の
棟
札
の
保
存
状
態
の
良
さ
と
、

内
容
的
な
豊
か
さ
・
重
要
性
も
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
造
営
者
と
し
て
、
本ほ

ん
じ
ょ
う城

氏
・

熊く
ま
が
い谷

氏
な
ど
中
世
須
佐
郷
の
領
主
に
加

え
、
尼あ

ま
ご子

氏
・
堀ほ

り
お尾

氏
・
松ま

つ
だ
い
ら平氏

な
ど

歴
代
の
出
雲
国
守
の
名
前
が
確
認
で
き

ま
す
。
須
佐
神
社
の
歴
史
を
目
に
見
え

る
形
で
今
日
に
伝
え
る
生
証
人
と
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（

吾
郷　

誠
）

★
春
季
企
画
展
関
連
講
演
会
の
ご
案
内

①
3
月
8
日（
日
）14
時
～
16
時

　「
棟
札
か
ら
見
る
中
世
の
須
佐
神
社
」

　

●
講
師　

井
上 

寛
司　

氏

　
　
〈
島
根
大
学
名
誉
教
授
〉

②
３
月
28
日（
土
）14
時
～
16
時

　「
須
佐
神
社
と
松
江
藩
家
老
・
大
橋
家
」

　

●
講
師　

新
庄 

正
典　

氏

　
　
〈
松
江
歴
史
館　

主
任
学
芸
員
〉



2

第60号

「
日
御
碕
神
社
と

徳
川
家
光
・
松
平
治
郷
」

「
古
志
本
郷
遺
跡
第
15
次
発
掘
調
査
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

★
速
報
展

日御碕神社日沉宮・楼門（国重要文化財）

竪穴建物跡（外溝径約 6 ｍ）脚台付鉢形土器

　

こ
の
夏
、
奈
良
市
の
春
日
大
社
で
特

別
展
「
究
極
の
国
宝 

大
鎧
展
―
日
本

の
工
芸
技
術
の
粋
を
集
め
た
甲か

っ
ち
ゅ
う冑の

美

の
世
界
―
」
が
開
催
さ
れ
、
国
内
に
現

存
す
る
国
宝
甲
冑
類
の
半
数
以
上
が
一

堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
に
並
ん
だ
の
が
、
日
御
碕

神
社
の
「
白

し
ろ
い
と
お
ど
し
よ
ろ
い

糸
威
鎧
」
で
す
。
明
治
37

（
１
９
０
４
）年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
、

現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
で
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
展
覧
会
開
催
を
受
け

て
、
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
を
企
画
し
ま

し
た
。
と
り
わ
け
、
日ひ

し
ず
み
の
み
や

沉
宮
・
神
の
宮

な
ど
の
社
殿（
国
重
要
文
化
財
）造
営
を

命
じ
た
将
軍
・
徳
川
家い

え
み
つ光

と
白
糸
威
鎧

の
修
理
を
命
じ
た
松
江
藩
主
・
松
平
治は

る

郷さ
と

と
の
関
係
に
注
目
し
ま
す
。

　

日
沉
宮
・
神
の
宮
な
ど
の
現
在
の
社

殿
は
、
家
光
が
寛
永
11（
１
６
３
４
）年

に
造
営
を
承
認
し
、
同
12
年
、
当
時
の

松
江
藩
主
・
京き

ょ
う
ご
く
た
だ
た
か

極
忠
高
に
命
じ
て
造
営

が
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、

同
藩
主
・
松
平
直な

お
ま
さ政

の
と
き
、
寛
永
20

（
１
６
４
３
）年
に
完
成
し
、
同
21
年
に

遷
宮
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
社
殿
造

　

古こ

し志
本ほ

ん
ご
う郷

遺
跡
は
、
出
雲
市
古
志
町

に
所
在
す
る
、
弥
生
時
代
か
ら
続
く
集

落
遺
跡
で
す
。そ
の
一
帯
に
広
が
る「
古

志
遺
跡
群
」
を
構
成
す
る
主
要
な
遺
跡

で
も
あ
り
ま
す
。今
回
の
速
報
展
で
は
、

２
０
２
５
年
春
に
古
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
北
北
西
約
１
０
０
ｍ
の
地

点
で
実
施
し
た
発
掘
調
査
の
成
果
を
紹

介
し
ま
す
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
・
奈
良

時
代
・
戦
国
時
代
以
降
の
生
活
跡
を
確

認
し
ま
し
た
。特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、

弥
生
時
代
中
期
後
葉（
約
２
０
０
０
年

前
）の
竪た

て
あ
な
た
て
も
の

穴
建
物
跡
と
土ど

こ
う
ぼ

坑
墓
で
す
。

竪
穴
建
物
跡
は
二
重
の
円
形
溝
の
中
に

４
本
の
柱
穴
が
掘
ら
れ
て
い
た
も
の

で
、
中
央
に
は
炉
の
可
能
性
が
あ
る
掘

り
込
み
も
確
認
で
き
ま
す
。
調
査
地
周

辺
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
計
10
棟
の
弥

生
時
代
の
竪
穴
建
物
跡
が
発
見
さ
れ

て
い
て
、
新
発
見
の
竪
穴
建
物
跡
は

そ
の
北
端
に
あ
た
り
ま
す
。
弥
生
人

た
ち
の
居
住
域
が
さ
ら
に
広
が
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
竪
穴

建
物
跡
の
西
方
約
30
ｍ
で
発
見
し
た

土
坑
墓
か
ら
は
、
装
飾
性
に
富
ん
だ

「
脚き

ゃ
く
だ
い
つ
き
は
ち
が
た
ど
き

台
付
鉢
形
土
器
」
が
出
土
し
ま
し

11
月
26
日（
水
）～
３
月
９
日（
月
）

２
月
４
日（
水
）～
５
月
25
日（
月
）

営
の
承
認
は
家
光
の
動
向
と
リ
ン
ク
し

て
お
り
、
展
示
で
は
そ
の
背
景
に
迫
り

ま
す
。　

　

ま
た
、「
白
糸
威
鎧
」
は
当
時
、
源

頼
朝
が
寄
進
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
治
郷
は
こ
の
鎧
の
修
理
を

命
じ
、
古
い
部
材
を
活
用
す
る
現
在
の

文
化
財
保
護
に
も
通
じ
る
方
針
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
修
理
は
文
化
２

（
１
８
０
５
）年
に
仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
当
時
の
治
郷
の
動
向
を
見
る
と
、

そ
の
背
景
に
は
治
郷
の
嫡
男
・
斉な

り
つ
ね恒

と

の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
展

示
で
は
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

　

今
回
は
パ
ネ
ル
の
み
の
展
示
で
す

が
、
日
御
碕
神
社
と
家
光
・
治
郷
を
め

ぐ
る
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
髙
橋　

周
）

た
。
こ
れ
は
広
島
県
の
山
間
部
を
中
心

に
流
行
し
た
祭
祀
や
埋
葬
用
の
弥
生
土

器
で
、
県
内
で
は
非
常
に
珍
し
い
も
の

で
す
。

　

古
志
本
郷
遺
跡
で
の
新
発
見
の

数
々
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（
須
賀
照
隆
）
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棟
札
は
情
報
の
宝
庫

★
体
験
教
室

★
渡
邊
名
誉
館
長
、

　
　
　
　
　

秋
の
叙
勲
に
て
受
章

★
古
文
書
の
森
を
ゆ
く
�

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
レ
ジ
ン
を

使
っ
た
勾
玉
づ
く
り
の
体
験
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　

光
で
固
ま
る
Ｕ
Ｖ
レ
ジ
ン
を
使
い
、

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

勾
玉
を
作
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
講
師　

あ
る
ぱ
か

　
　
　
　
（
三
上 

純
子 

さ
ん

　
　
　
　
　

周
藤 

ひ
と
み 

さ
ん

　
　
　
　
　

佐
名
木 

雅
美 

さ
ん
）

●
日
時　

２
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
【
午
前
の
部
】
10
時
～

　
　
　
　
【
午
後
の
部
】
14
時
～

●
定
員　

40
名　

※
先
着
順

　
（
午
前
の
部
、
午
後
の
部　

各
20
名
）

●
無
料

●
要
予
約
（
電
話
・
メ
ー
ル
）

※
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
必
須

　

渡わ
た
な
べ
さ
だ
ゆ
き

邊
貞
幸
名
誉
館
長
が
、
11
月
３
日

付
で
発
表
さ
れ
た
秋
の
叙じ

ょ
く
ん勲

に
て
、
瑞ず

い

宝ほ
う
ち
ゅ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

中
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邊
名
誉
館
長
は
、
島
根
大
学
法
文

学
部
教
授
や
同
大
学
の
附
属
図
書
館
長

を
歴
任
さ
れ
、
考
古
学
を
中
心
に
、
教

育
・
研
究
の
分
野
で
長
き
に
わ
た
り
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
館
に
お
い
て
は
、
２
０
１
７（
平

成
29
）年
３
月
ま
で
館
長
を
務
め
ら
れ
、

地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
る
博
物
館
づ

く
り
に
際
し
、
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

渡
邊
名
誉
館
長
、こ
の
た
び
の
叙
勲
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
佐
田
町
の
須
佐
神
社
の

棟む
な
ふ
だ札

（
45
点
）
が
市
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

棟
札
と
は
『
国
史
大
辞
典
』
に
よ

る
と
、「
上じ

ょ
う
と
う棟

式
の
と
き
、
建
物
名
・

願が
ん
し
ゅ主

・
工こ

う
し
ょ
う匠名

・
上
棟
年
月
日
な
ど
を

書
い
て
、
棟む

な
ぎ木

に
打
ち
つ
け
た
板
」
と

あ
り
ま
す
。
特
に
寺
社
に
は
建こ

ん
り
ゅ
う立や

建

て
替
え
、
修
理
な
ど
工
事
の
際
に
作
ら

れ
た
棟
札
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
棟
札
か
ら
何
が
わ
か
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
棟
札
は
工
事
の
た

び
に
作
ら
れ
た
の
で
、
棟
札
か
ら
そ
の

建
物
の
歴
史
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
棟
札
の
ほ
と
ん
ど
に
は
発ほ

っ

起き
に
ん人

や
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
願
主
や
檀だ

ん

那な

の
名
前
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
よ
り
古
い
、
中
世
の
棟
札
に
は
戦

国
武
将
な
ど
の
名
前
が
見
つ
か
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
そ
の
地
域
で
ど
の
よ
う

な
人
物
が
力
を
持
っ
て
い
た
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
世
の
棟
札
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
し

て
は
、「
天て

ん
ち
ょ
う
ち
き
ゅ
う

長
地
久
」
や
「
国
土
豊ほ

う
じ
ょ
う穣」

な
ど
の
地
域
の
安あ

ん
ね
い寧

、
檀
那
や
願
主
の

「
武
運
長
久
」
や
「
一
門
繁は

ん
え
い栄

」
を
願

う
文
言
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
檀

那
や
願
主
が
何
か
し
ら
の
願
い
を
込
め

て
寺
社
の
造
営
や
修
復
を
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
神
社
の
棟
札
に
は
仏
教
の
経

文
や
梵ぼ

ん
じ字

が
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
多

く
見
ら
れ
、「
神し

ん
ぶ
つ
し
ゅ
う
ご
う

仏
習
合
」
と
い
う
宗

教
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
棟
札
で
は
、
松
江
藩
が

修し
ゅ
う
ぜ
ん

繕
を
指
揮
し
た
寺
社
の
棟
札
に
は
藩

主
や
家
老
、
工
事
を
担
当
し
た
藩
の
役

人
の
名
前
が
書
か
れ
ま
し
た
。
地
域
の

寺
社
の
棟
札
に
は
村
役
人
や
氏
子
・
檀だ

ん

家か

、
大
工
や
鍛か

じ冶
の
職
人
な
ど
、
多
く

の
関
係
者
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
人

が
そ
の
地
域
に
い
た
の
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
棟
札
は
当
時
の
地
域
の

状
況
や
人
々
の
様
子
を
知
る
、
貴
重
な

手
が
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
か
ら
の
企
画
展
で
は
須
佐
神
社

の
棟
札
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

（
赤
木　

薫
）

須
佐
神
社
棟
札（
文ぶ

ん
き
ゅ
う久元

年
）

渡邊貞幸名誉館長
（過去の講座のようす）

「
レ
ジ
ン
で
勾
玉
づ
く
り
!!
」

作品例

おめでとう
ございます!



4

（発行）出雲弥生の森博物館
2026年1月

〒 693-0011
島根県出雲市大津町2760

（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
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● 入 館 料 / 無 料
● 開館時間 / 9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

第60号

　

今
年
は
午う

ま

年
。
午
と
い
う
こ
と
で
思

い
出
さ
れ
る
の
は
、
奈
良
県
明あ

す

か
日
香
村

キ
ト
ラ
古
墳
の
壁
画
だ
。
石
棺
式
石
室

の
四
方
の
壁
に
、
玄げ

ん
ぶ武（

北
）、
青

せ
い
り
ゅ
う龍

（
東
）、
朱す

ざ
く雀（

南
）、
白び

ゃ
っ
こ虎（

西
）が
描
か

れ
る
。
四し

じ
ん神

は
そ
れ
ぞ
れ
、黒
、青
、赤
、

白
が
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
だ
。

　

ち
な
み
に
こ
の
四
色
は
、
大
相
撲
に

今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
本
場
所
の

土
俵
に
懸
か
る
神し

ん
め
い
づ
く
り

明
造
の
吊
屋
根
四
隅

に
は
、
四
本
の
房
が
下
が
る
。
そ
の
色

は
四
神
の
色
で
あ
り
、
土
俵
の
守
護
を

象
徴
す
る
。
大
相
撲
の
起
源
は
両
国

回え
こ
う
い
ん

向
院
の
境
内
で
始
ま
っ
た
勧
進
相
撲

（
１
７
６
８
年
以
降
）。
浄
土
宗
の
回
向

院
自
体
は
江
戸
の
町
を
焼
き
尽
く
し
た

明め
い
れ
き暦

の
大
火（
１
６
５
７
年
、
振
袖
火

事
）の
死
者
を
弔
う
た
め
建
立
さ
れ
た
。

こ
こ
へ
の
参
拝
者
の
た
め
に
架
け
ら
れ

た
の
が
武む

さ
し蔵

と
下し

も
う
さ総

を
つ
な
ぐ
両
国
橋
。

　

話
を
も
と
に
戻
す
と
、
キ
ト
ラ
古
墳

の
四
神
の
下
に
は
各
壁
三
体
ず
つ
の
獣

頭
人
身
の
十じ

ゅ
う
に
し
ぞ
う

二
支
像
が
描
か
れ
て
い

た
。
北
壁
中
央
の
子ね

像
に
始
ま
り
、
そ

の
右
に
丑う

し

像
、
東
壁
に
は
北
に
寅と

ら

像
、

西
壁
の
北
に
は
戌い

ぬ

像
、
そ
し
て
北
壁
の

左
側
に
亥い

像
を
確
認
で
き
た
。
東
壁
と

西
壁
の
南
半
そ
し
て
南
壁
は
流
入
し
た

土
砂
に
覆
わ
れ
像
は
見
え
な
か
っ
た
。

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

　

壁
画
は
石
室
石
材
の
上
に
漆し

っ
く
い喰

を

塗
っ
た
上
に
描
か
れ
て
い
る
。
壁
画
の

保
存
作
業
で
は
、
こ
の
漆
喰
を
表
面
の

泥
ご
と
剥
ぎ
取
っ
た
。
こ
れ
ら
剥
ぎ
取

り
資
料
を
調
査
す
る
中
で
、
南
壁
中
央

下
部
の
「
泥で

い
は
く
へ
ん

薄
片
」
に
午
像
が
残
さ
れ

て
い
た
。
長
い
年
月
の
間
に
、
漆
喰
表

面
の
顔
料
が
非
常
に
細
か
い
泥
の
層
に

移
り
、
漆
喰
上
に
は
赤
い
顔
料
の
痕
跡

が
残
る
の
み
だ
っ
た
。
よ
っ
て
、
現
在

確
認
で
き
る
午
の
姿
は
、
泥
の
上
に

残
っ
た
鏡
像
。
頭
は
馬
の
姿
で
、
裾
の

長
い
赤
い
着
物
を
着
て
、
右
手
に
は
幡は

た

（
旗
）の
よ
う
な
房
飾
り
が
つ
い
た
槍
状

の
武
器
を
持
っ
て
い
る
。
午
像
は
公
開

さ
れ
て
い
な
い
が
「
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画

体
験
館
・
四
神
の
館
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
鮮
や
か
な
そ
の
姿
を
ぜ
ひ
見
て
ほ
し

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
谷　

浩
）

▼
春
季
企
画
展
　
　
　
　
　

　

２
月
14
日（
土
）～
５
月
11
日（
月
）

　「
須
佐
神
社
の
本
殿
」

　
●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
【
無
料
】

　
　

2
月
15
日（
日
）、3
月
8
日（
日
）、

　
　

4
月
5
日（
日
）

　
　

い
ず
れ
も
10
時
か
ら
・
申
込
不
要

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

開
催
中
～
３
月
９
日（
月
）

　「
日
御
碕
神
社
と

　
　
　
　
徳
川
家
光
・
松
平
治
郷
」

　
●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
【
無
料
】

　
　

２
月
28
日（
土
）

　
　

い
ず
れ
も
10
時
か
ら
・
申
込
不
要

▼
速
報
展

　

２
月
４
日（
水
）～
５
月
25
日（
月
）

　「
古
志
本
郷
遺
跡
第
15
次
発
掘
調
査
」

★
展
示
の
ご
案
内

★
講
座
・
講
演
会
の
ご
案
内

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
関
連
講
演
会
の
申
込
に
つ
い
て

定
員 

各
80
名
／
無
料

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

●
必
須
事
項　

氏
名
・
電
話
番
号

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
開
館
15
周
年
記
念

特
別
講
演
会
の
申
込
に
つ
い
て

定
員 

各
80
名
／
無
料

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

●
必
須
事
項　

氏
名
・
電
話
番
号

プ
ロ
が
語
る
！
出
雲
の
歴
史
・
文
化
財
講
座

の
申
込
に
つ
い
て

定
員 

各
80
名
／
各
回
３
０
０
円

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

●
必
須
事
項　

氏
名
・
電
話
番
号

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
関
連
講
演
会

　

①
１
月
17
日（
土
）14
時
～
16
時

　「
日
御
碕
神
社
の
国
宝
「
白
糸
威
鎧
」

　
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　

●
講
師　

佐
藤 

寛
介 

氏

　

  〈
東
京
国
立
博
物
館 

特
別
展
室
長
〉

▼
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

　
　
　
開
館
15
周
年
記
念
特
別
講
演
会

　

１
月
24
日（
土
）14
時
～
16
時

　�「
拡
大
す
る
人
口
減
少
社
会
！
遺
跡

を
大
事
に
す
る
地
域
を
ど
の
よ
う
に

つ
く
っ
て
い
く
の
か
」

　

●
講
師　

村
上 

恭
通 

氏

　
　
〈
愛
媛
大
学
先
端
研
究
院 

ア
ジ
ア

　
　

古
代
産
業
考
古
学
セ
ン
タ
ー
教
授
〉

▼
プ
ロ
が
語
る
！
出
雲
の
歴
史
・
文
化
財
講
座

①
２
月
21
日（
土
）14
時
～
16
時

　「
出
雲
の
仏
像
―
そ
の
時
代
と
造
形
」

　

●
講
師　

的
野 
克
之 

氏

　
〈
島
根
県
立
石
見
美
術
館  

館
長
、

松
江
歴
史
館  
学
芸
専
門
監
〉

②
３
月
７
日（
土
）14
時
～
16
時

　「
中
世
製
鉄
技
術
の
革
新
と
鉄
特
産

　
地
の
形
成
」

　

●
講
師　

角
田 

徳
幸 

氏

　
〈
雲
南
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課 

課
長
〉


